「エステルさん」　　エステル記より　聖句；箴言３１：３０　　2009年5月10日　母の日礼拝
１．昔々、旧約聖書の時代のお話しです。ペルシャという、とっても強い国がありました。この地図の紫色の

ところが、ぜ～んぶペルシャなんですよ。「エルサレム」って書いてあるところがあるでしょ？ そこはイスラエルの国の中心の町です。そこも紫色だよね？ ということは、イスラエルも、その近くのエジプトも、その他色々な国がペルシャに支配されていたということなんだね。
　　そんな強い国ペルシャの王様でしたが、まだ結婚をしていませんでした。だから、王様の家来たちは、何とか王様に素晴らしいお嫁さんが来るようにと願っていたんだね。そしてある時、美しい娘たちを集めて、その中から王様が気に入った娘を選び、その人を王様のお嫁さんにする、つまり御妃(おきさき)にしようということになりました。

２．まずは、この美しい女の人が紹介されましたよ。

娘１「王様、あたしキレイ？ ぜひ王様のお嫁さんにしてくださいな。ね、あたしのこと、気に入ったでしょ？」

３．王「ふん、お前は外見は美しいかも知れないが、心の中はキレイじゃないぞ。私はお見通しなのだ。

御妃(おきさき)になって、何でも自分の思い通りにしようと思っているだろう？ そんな女は、私は
大嫌いなのだ。」

こうして、次の候補者が紹介されました。

４．娘２「王様、あたしをお嫁さんにしてくださいなぁ～。」

　　王　「おいっ、誰だこの女を呼んできたのはっ！？ 美しい娘を連れてくるんじゃなかったのか？」

こうして、次の候補者が紹介されました。

５．娘３(実は老婆)「王様ぁ～、あたしを御妃(おきさき)にしてくださいなぁ～。」

　　王　「だ、だ、だれだ～、この娘･･･っていうか、おばあちゃんを呼んだのは！？ 呼んで来るのは、美しい娘だって言っただろ？ 全然娘じゃないじゃないか！」

　　娘３「まあまあ、そんなに怒らないで。まあ、お茶でも飲みましょうやねぇ～」

　　王　「いらんわいっ！！」

こうして、次の候補が紹介されました。

６．そう、その候補こそ、エステルさんだったのです。エステルさんは、イスラエルの国の人です。

エステルさんは、他の娘たちのように美しい服は着ていません。でも、心の美しさが、顔に出ていたんですね。
聖書の神様を信じているエステルさんは、キラキラと輝いていたのでした。

７．王「うほほ～い！ この娘だ、私が探していたのは、こんな美しい娘だったんだ！！ 気に入った、気に入ったぞ、最高に気に入った！ 結婚だ、結婚だ、すぐに結婚だぁ～！！」

８．こうしてエステルさんは、王様のお嫁さん、つまり御妃(おきさき)になったのでした。

　エステルさんは御妃(おきさき)になって、自分だけが幸せになろうとはしませんでした。みんなの幸せを願って、神様に従った人だったんですよ。
９．ある時は、命をかけて、仲間であるイスラエルの人たちを守ったこともありました。ハマンというペルシャの大臣の悪巧みを知って、それに立ち向かっていったんです。エステルさんは一生懸命に祈りながら、みんなの幸せのために頑張りました。そしてそのおかげでイスラエルの人たちは助かり、平和が訪れたのです。

10．「主を畏れる女こそ、たたえられる。」箴言３１：３０
エステルさんの生き方は、神様に従う生き方でした。いつでも神様を心の中心にして、神様がお喜びになる

ようにと考え、みんなの幸せを願って生きていきました。そんなエステルさんだから、いつも輝いていることが出来たんだね。

　私たちもエステルさんのように、いつも輝いていたいですね！　　　おしまい。

